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皆様こんにちは、GKデザイングループです。

⽇差しにはまだ夏の名残を感じながらも、吹く⾵に秋の気配を感じる頃となりました。季節がゆるやかに

移り変わる今⽇この頃、いかがお過ごしでしょうか。

今号も、GKデザイングループからのお知らせをお届けいたします。

NEWS 1

⽇々の⾷事にヘルシーさと贅沢感を

「タニタ⾷堂監修 ヨーグルトにあうフルーツソース」パッケージデザイン

森永乳業株式会社の「タニタ⾷堂監修 ヨーグルトにあうフルーツソース」のパッケージデザインを、GKグ

ラフィックスが担当しました。

ヘルシーさとおいしさを両⽴した商品を展開する森永乳業「タニタ⾷堂監修」シリーズは、2026年に発売

15周年を迎えました。今回のフルーツソースは、プレーンヨーグルトとの相性を追求し、はちみつなどを

使⽤したナチュラルな味わいが特徴です。その魅⼒をよりわかりやすく伝えるため、パッケージ中央にフル

ーツソースのシズル感を⼤きく表現。細部までこだわった演出によって、おいしさや素材感、ちょっとした

贅沢感を醸し出しています。

忙しい⽇常の中でも、⼿軽においしく、良いものを。いつものヨーグルトにフルーツソースを添えて、少し

贅沢なひとときを楽しんでみませんか。

→ 詳細はこちら（森永乳業）

→ 詳細はこちら（GKグラフィックス Facebook）

NEWS 2

コンセプトモデル〈XS-V1 Sakura〉⿃取県若桜町にて公開展⽰中

2007年、東京モーターショーのヤマハ発動機ブースで発表されたコンセプトモデル〈XS-V1 Sakura〉

が、現在、デジタルスタンプラリー「若桜町よくばりロマン紀⾏ SEASON3」とのコラボ企画で展⽰され

ています。

Sakuraは、GKとヤマハ発動機の伝統的なデザイン思想「スリム・軽量・コンパクト」をベースに、電装系

などに⾒られる先進的な技術要素と、⾞体やエンジンなどの⾼度なクラフトマンシップを融合。⽇本の美意

識をテーマに、全体のフォルムからディテール、⾊彩に⾄るまでデザインしています。GKダイナミックス

がヤマハ発動機とともに⻑年追求している「美しさ」を体現するモデルです。

GKやヤマハ発動機以外が企画する催しで展⽰されるのは、今回が初となります。秋の若桜町で、Sakuraを

間近にご覧ください。

【展⽰詳細】

場所：氷ノ⼭⾃然ふれあい館 響の森

展⽰期間：7⽉10⽇（⾦）〜11⽉29⽇（⽇）

→ 詳細はこちら（氷ノ⼭⾃然ふれあい館 響の森 Instagram）

→

詳細はこちら（わかさ観光ガイド デジタルスタンプラリー「若桜町よくばりロマン紀⾏ SEASON３」）

INFORMATION

古都京都に佇むモダニズム名建築を楽しむ

GK京都「京都モダン建築祭」にて特別公開

GK京都がオフィスを構える「⽯川ハウス」が、「京都モダン建築祭」にて特別公開されることになりまし

た。本イベントは、通常⾮公開の建物を⾒学できるほか、専⾨家によるガイドツアーをはじめ、さまざまな

催し物も好評で、今年で5年⽬となります。

⽯川ハウスは1972年に竣⼯し、旧京都アメリカンセンターとして⽇⽶⽂化交流を⽀えました。1988年か

らはGK京都のオフィスとなり、創造活動の拠点として今⽇に⾄っています。相国寺境内の美しい松並⽊を

抜け、鐘の⾳や読経の届く道の先に現れるコンクリートのモダン建築。御所北側エリアの閑静な地域に佇

む「⽯川ハウス」の魅⼒を、ぜひ現地でご体感ください。

【開催概要】

『京都モダン建築祭』

⽯川ハウス公開⽇時：2026年10⽉31⽇（⼟）11:00-17:00（最終受付16:45）

全会期：2026年10⽉31⽇（⼟）〜11⽉8⽇（⽇）

※参加される場合は、「パスポート」の購⼊が必要になります。詳細は「 京都モダン建築祭 公式HP」をご

覧ください。

→ 詳細はこちら（京都モダン建築祭）

→ 詳細はこちら（GK京都）

最新情報はFacebook、Instagramにて配信しています。今後ともGKデザイングループをよろしくお願いし

ます。

本メールはメールマガジン配信を希望されている⽅と、過去に名刺を交換させていただいた⽅に配信しております。 今後配信を希望されない場合は、

お⼿数ですが こちらより配信停⽌の⼿続きをお願いいたします。 

GKデザイングループ

株式会社GKデザイン機構 171-0033 東京都豊島区⾼⽥3-30-14 ⼭愛ビル

問い合わせ｜ ウェブサイト｜ プライバシーポリシー

当メールマガジンアドレスは「配信専⽤」です。

メールに掲載された内容の無断複製・転載はご遠慮ください。
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